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　B－45 鮮転写捺t-n関t る研交

　　　　♀ネ-rf Tt輝久　o 堀(a,延蛋　市林え子　村岡鳶一郎

　　　　芦屋大　坂田忠ヽｔ　　　　　京工繊大　ム崎降

　目的　合成織後用兪料と，しJ分散管料*<t 痢発り～rこ（い昇拳堅牢あ，難巣^めゐこ

と≪■<指摘さんあ．レ，丿.分散ま柵．昇華杜も遠吻i 用し元相喩色，転琴捺丈咳*＼'周廃j *へ，

恢ので･ある≪^ 急用蔀即t限i,ねて，%,．その適用範圃を,埃げ%こと乞目的とパ.T;・

　方繊　試験布･拿3雌雖て■' - t ^ aン汲>>ごがリ^ステ11／0)フ'^,ラメント平織物，アクリロ―

トリiレの平織物で･あゐ，用，ヽTc分散緊料(? C.I,Du叫－・あ^J£の･心, Rjt,と/ , 'E＆あ^ i. ジuJi.7

を.常法l，免．て繍製し侭・騨剛と，して3- チlレ乞ヽレロ―ス，糊剤A (χ管料の療剤と,C -Z 1- Iレ

ｚンとAソフ･ ロ/ヽ?ノー･レt 珊い，棄料：X.テ･レ-fc ･し・D-ス：ト･レエーン: AソブD /* ノ― IV

= 2,:10:77 ･" n･<n 比幸-?ヽす耕ペーχト* 作．T-．転琴紙,J 市販グ7 ビャ紙左.用ゝヽ- ノ＼ン

ドスク') - ン汰-!:-れ写繊4.作製しT-．転写粂倚,f-圧カひ～ぶ・嘔)，温度(/S,～T./・'O，時向

C|0～･2.ヽ秒八そvK-r瓦変化さ±%・ 曹托用いTこ城柵の吸湿l-->: ろ無転琴．働可乞考凍す．た

めに室温-tヽ穏靫やヽら糾χii･調il.し卜．

　餌果R転写.温度々・高くなるI-つ*^1転写率a高い*ご% お，用ヽヽ耘それI- ^へ，の勢的李動

に対芯1 % ．②しヵヽし尽力ヽ≫本実験の範囲内-(ヽ. {T転写率に毎匍係7ヽあい機句の風令ヽヽの

･一*ヽりも- "?･き% K り一俵斥カ*^望iしヵヽ，ぢ.R転写平に対T ゐ瀬物への勒耀(T 六゜リ｀ス

テ･レ≫ナ/( = ン-i ﾎﾞ'リ了クリロ- I- リル/-7ヽあり- ＠と;の痍珠iこあヽヽヽT も転零時向が-^くな

ろ漣．転旱平はI, 人i,: 、T-．R了クリロ- ＼･りレ絨物(りT1 ゐ湿度の影曜I--つヽヽ7 >-≫a下

諦村中でヽあ% ．

B-46 植物染料り灰呼吸*いよう発色r.ついて

　　　秋田火気茸　振放アイ

　目的　釈田県。黒彩丈北｡鮮,: f旨足いれ政染織に丸角墨東･ 紫根豪ヵ嘔いこれはニ->コ

- ')反けで, 絹織物には釦回位媒豪I 繰返して々ヽり余＆すろもうで恥ろ（ち,いま椿・灰

汁い私ヽrペtも易ゐtいう。丸ほ茜染・喩根染り染め邑・芙i さと,併ｔて塩吻染粉つ

そa を, 媒染に凧，ヽ石灰汁の追求ヵヽら採-,てみる今乞a的としてこの曳,映を試み玖もりで

めろ。

　凱云　ニシコーヽ|。灰刎いけ・)公開さ-nていな｀いニーシコー'＼ I天吋卜

康ぬし武。同L-ヽく休･爪・ﾌ･ラ・躇・栗・葉を刄策i 焚く専頌で得扨反も分杵し代，i尺旅

の侃胤時期・扱良馬所・)裏る灰5t , 反IC->わう反・もく灰専で媒染･し武藤"^ の発色を日本ｔ

色区玉り色嵐計で, l.角発揚浅によｰ,て明良・色相･ 知戻l 求め六。更i^塾杵綿莱友') ，

化学條染刻ヒ仄汁媒栗剤とパ息色^相違竃,植物染料で毫色し応較検討し穴。

　轜哭　― シコー') ')枚・)戻･り今村では籤おヽ俺畝^ れ代やヽ, 黒豹文化好

一郎心"? ,扨- Vコー1 T尺>tヵヽいま教が検戯5れなヽか。尺。之りI ・ヽ･ヽ鹿角茜繁l・壊根栄ッ)

色を美しくしていろ理,む。一つであ卜叉回

≪･■■■わか-I 氏。まn?)し力･) it染飼で朽I 灰ｼ↑（染色白私り氷質は勿論，辰を疾う僥物

の複椴，生殖場所, 更にIt 反り'i ')t にぶ-，て含有蒙曼金属r.砺遣おヽ吋に　>ttfVが｀値り染

料の悉色に倣竹v 嚢化5 峯i -zいろ奉ヵら^ か・r^。




